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桑地区の風土性調査について

「風土」とは、地域の自然に対して人間が暮らしと生業を通して働きかけることで

かたちづくられる、人々が生きる環境のこと*1を言います。人々が生きる環境、そ

れは私たちの身近な世界、生活世界のこと*2 でもあります。

地域の風土（生活世界）を、あらためて把握するために、

①地理学や民俗学的な視点で地域を見て歩く「踏査」（現地調査）

②アンケートや聞き取りを行う簡易社会調査

③小山市史や研究論文などにあたる文献調査

これらを組み合わせた風土性調査を実施しています。

桑地区は令和５年8月から10月の期間に調査を行いました。

この概要版は、その調査成果の報告書「桑地区 基礎資料」から主なトピックを抜

粋し、一部に加筆を加えたものです。報告書の完全版（A4版●ページ）やアン

ケート集計結果報告書（同・67ページ）は、最後に紹介するリンクから閲覧ができ

ます。

*註1：出典 薗田稔編 『神道』 （弘文堂、1988年） 
*註２：出典 アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン 『生活世界の構造』 （筑摩書房、2015年）
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小山市南東部を縁どる西仁連川（にしにれがわ／江川）は、桑地区の弁天沼から南へ流れる。写真は萱橋と向野の間を抜ける同川を写し
たもの。2021/09/16



桑地区は、明治22年（1889）の町村制施行にあたり羽川宿、飯塚宿の二宿と東

山田村、北飯田村、萱橋村、鉢形村、向野村、出井村、荒井村、喜沢村、南半田村、

三拝河岸村の十村が合併した桑村をもととします。地区の面積30.57km2は市の

面積の約17.8%、人口20,763人は市の人口の約12.5%を占めます。（令和4年4

月1日現在。「令和4年度版小山市統計年報」より）。古来交通の要衝とされてきた

小山市の中でも、日光街道の宿場が羽川に置かれ、喜沢で日光西街道が分かれ

て飯塚が宿場とされ、思川と姿川の合流点付近に河岸が四つあり、日光東街道

が北飯田、東山田を通るなど、特に近世の桑地区は交通面で重視されました。

今日の桑地区は、13の大字名（上に挙げた二宿十村に東島田が加わる）と一つの

町名（扶桑）で呼ばれる14の区域から成り立ちます。このうちかつての日光街道

の宿場を中心とした範囲（羽川、喜沢）と工業団地（萱橋、北飯田、荒井、出井）が

市街化区域に指定されます。
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桑地区の概況1

小山市の基本地形と桑地区の位置
西から思川低地、宝木（たからぎ）台地、鬼怒川低地が並び、宝木台地の東を鬼怒川、西を思川が流れています。

桑地区は小山市の北部に位置し、おおよそが宝木台地の上にあります。

出展｜国土地理院 地理院地図 http://maps.gis.go.jp/ （廣瀬改変2023年）



宝木台地は、2.5~3.5kmの幅で北から南へのび、小山市の北縁で約5.5km、南縁

で約25kmに広がります。この幅の変化が関係してか、台地北部の宇都宮市で釡

川や新川を除く谷は短い距離で東西の低地へ下りていますが、南部では上三川町

から台地の上を長くのびる谷が増えます。桑地区では、これらの谷の起点や合流

点の下流側にため池が5ヶ所つくられました。そのうち、広さや水量は変わりまし

たが、地区東部に西仁連川（にしにれがわ/江川）水源地の弁天沼と同川の支流

につくられた山田沼および四ツ沼、地区中部には大沼と、今も4ヶ所があります。

琵琶塚古墳の東側に、姿川の旧河道も残ります。

陸地の水域は、川や水路など水が流れる動水、沼や池など水が止まる静水、湿地

の3つに大別でき、桑地区では大小の動水、静水、湿地からなる水辺が、平地林や

農地と共に水と緑のモザイクをかたちづくっています。開発が進む中、こうした環

境を求める生き物が地区に留まっています。
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台地の上に残された水と緑のモザイク2

桑地区の大半は宝木台地の上にありますが、地区の北西を流れる姿川の西岸が鹿沼台地に

属します。姿川の他にも水は台地の上に谷を幾筋も刻み、谷と谷の間には平地林が残り、これ

ら谷と平地林が折り重なる風景が広がります。

桑地区を東西に移動すると台地の上の侵食谷とこれらを挟む高台が繰り返しあらわれる。



市内の台地の上には深さ7m未満の井戸が多く、桑地区では全体に分布していました。大きな川はなくても井戸水や湧

き水、雨水が暮らしや農業に使え、人々は谷に田をつくり、高台には主に肥料や燃料を得る平地林を残した他、畑と

樹園地を拓きました。平地林では、木々の枝葉や幹を雨水が伝い下り、表土に染み込んで水が養われました。やがて

新田開発などのために水がより多く求められるようになり、明治期に機械揚水技術が導入されてからは姿川や思川か

ら水が引かれました。

こうした桑地区の農業について、経営耕地面積（「令和4年度版小山市統計年報」）を参考に見てみます。地区の農家

が経営する畑334.2ha、樹園地33.81haとも市内の地区中1位で、それぞれ市全体の約34.7%、約44.9%を占めま

す。樹園地には、果樹や庭木、山苗（林業種苗）が植えられます。
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地下水をはじめとした水の利用と農業3

宝木台地は、主に思川や鬼怒川が運んだ土砂からでき、その中を地下水が通っています。弁

天沼や白鬚神社の湧き水「御神水（おみたらすい）」は、地下水を水源としています。

白鬚神社の湧水。出井。2023/10/28

左の図は、「昭和49年 (1974) に調査した家庭用
地下水利用図」をもとに市内の井戸の分布状況
を表したものです。地図上の円い点は井戸の分布
を、点の色は井戸の深さを示します (点の色が濃
いほど、井戸は深くなります。凡例参照) 。桑地区
では全域的に浅井戸が使われました。出典｜小山
市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原
始・古代 中世』小山市、1984年
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桑地区での暮らしと意識4

前半で概況を紹介したような地形や都市の形成の歴史の上に、人々はどんな意識でどのような暮らしを営んでいるの

でしょうか。無作為抽出による郵送アンケートを2500世帯を対象に実施し（回答724件うち締切内着など有効数

706件、回収率25.4%）、また３グループ合計16名の方に聞き取り調査にご協力をいただきました。その成果から一部

を抜粋し、この章では住民の方々の声も交えながら紹介します。

4-1 アンケート調査からの報告
アンケートの設問【1】【2】の集計結果をもとに、桑地区で暮らす人々の出身地、移り住んだ経緯や理由、生活圏、

地域資源への認知度・関心度についてまとめました。

回答者の約2割が桑地区生まれ、それ以外の８割が地区外で生まれ育ち、桑地区へ移り住まれた方になります。

移り住んだ理由のコメントでは、最多が「仕事上の理由」（コメント167件）、次に「桑地区に縁がある方との結

婚」（同149件）となります。仕事、地縁、血縁とは関係なく、桑地区が気に入って家や土地を購入した人も（同72

件）少なからずいらっしゃいます。

●地域資源への認知度・関心度

認知度・関心度ともに、（自然＞農業＞歴史資源）という順にな

ります。認知度は15%～28％と低めですが関心がないわけで

はなく、まちなかに残る自然への関心は5割を超えています。

●回答者の出身地 

桑地区で生まれた
 19.0%

知っている

15％

知らない

78％

よく

1％

まあ

14％

あまり

44％

全く

34％

関心がある

38％

関心がない

56％

とても

4％

まあ

34％

あまり

42％

全く

14％

１ 地区の歴史や史跡、寺社、祭りなどを……

●生活圏

以下の３種類の行動で出かける地域を訪ねた質問の

回答、上位３地域を示します。休みの日についての問

いは２つ選択可とし、表の数字は回答者のうち何％

がその地域を選んだかを表します。日常生活では桑

地区内で完結している人が半数を占めますが、特別

な買い物では小山地区・宇都宮市へ、休みの日のリフ

レッシュでは県内各地へと生活圏が広がっています。

県内各地の内訳上位は、那須町、日光市、下野市、 栃

木市、 鹿沼市です。

１ 桑地区

２ 小山地区（駅東）

３ 小山地区（駅西）

49.4％

14.0％

13.9％
知っている

28％

知らない

65％

よく

3％

まあ

25％

あまり

47％

全く

18％

関心がある

57％

関心がない

35％

とても

11％

まあ

46％

あまり

28％

全く

7％

2 公園、街路樹、平地林などまちなかに残る自然を……

知っている

25％

知らない

69％

よく

2％

まあ

23％

あまり

43％

全く

26％

関心がある

43％

関心がない

52％

とても

6％

まあ

37％

あまり

38％

全く

14％

3 地区で行われている農業について……

集計結果の割合について：％の算出は小数第2位で四捨五入をし、そのまま記載しています。

また概要版では「その他」の割合を記載していない場合もあるため、

合計が100にならない場合もあります。

日常的
買い物・・・

１ 小山地区（駅東）

２ 宇都宮

３ 県内の他の市町

36.1％

35.3％

32.3％

休みの日の
特別な・・・

１ 県内の他の市町

２ 桑地区

３ 茨城県

52.5％

22.2％

21.0％

休みの日の
リフレッシュ

小山市内の
他地区から

13.9%
他に無記入・無効計20名

県外からの移住
35.8.%

県内の他の市町から
28.5%
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４-2 無くしたい、解消したい、桑地区の困りごと
アンケートの設問【4】で「無くしたい、解消したい、解決したい困りごとは、何でしょうか？」と問い、聞き取りをも

とに用意した選択肢から3つを選んでもらいました

その他と無記入を除いた選択肢を、5つの領域に分けて全体に占める割合を出してみると……。

移動や生活環境での問題が切実なものに
上のグラフが示すように、生活環境に関することと移動や交通の諸問題が、桑地区の皆さんにとっての切実な困

りごととなっています。買い物については、117名の方が不便と回答する一方で、次の「大切に守りたいこと」では、

その利便性を守りたいものとして213名の方が選択しています。地区の中でも店舗が多いエリアと店舗がほとんど

無いエリアがある実情の反映だと言えます。年代別での特徴は、40代以下で「子どもが外遊びする場所の少な

さ」が最多および２番目、50代以上で「公共交通の不便さ」が最多となっています。その他では「平地林伐採・自

然破壊」「小学校が遠い」「スポーツ施設が無い」などがあがりました。

10.9%

交通や移動に関すること

担い手・後継者不足

公共交通の不便さ
子どもが外遊びできる場所の減少

道路（幅の狭さ・繋がり具合の悪さ等）
買い物の不便さ

空き家・空き地の増加
地域活動の担い手・後継者不足

医療機関の不足
地域の集まりや寄り合い

昔からの風習
交通渋滞

路上や公園などのゴミやゴミ出しのマナー
人口減少

選択肢が少ない教育環境
選択肢が少ない働く場所

地域でのコミュニケーションの不足
農業の担い手、後継者不足

治安の悪化
騒音などの住環境の影響

祭りや伝統芸能の担い手、後継者不足
台風や大雨による被害（道路の冠水など）

204

0 50 100 150 200 250

167

36
28

145
117
111

96
93
91

86
85
81

65
61
58
57

51

生活環境

地域コミュニティ

17.2%28.7%

56

44

教育環境や就労

16.5%

数字は回答者数。その他33名、無記入70名。

26.7%
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桑地区の解消したい困りごとについて、アンケートの設問【４】に寄せられたコメントとグループインタビュー

（①自治会長さんのグループ②子育て世代のグループ③農業従事者のグループ、合計16名）で語られたご意見の一部を紹介します。

公共交通の不便さ、道路状況の悪さや渋滞を解消したい
●おーバスの路線や停留所の位置など住民ニーズと合っていないのでは　●バス停に自

転車置き場も無く、バス停まで徒歩で行けない人にとても不便　●出井のコンビニより

西の道は通学路なのに道が狭く車の混雑と渋滞でとても危険。

買い物の不便さなど生活環境を改善したい
●今は良いが免許を返納したら桑では生活できない　●幹線道路沿いのゴミのポイ捨て

が本当に多すぎる。ゴミ出しマナーも悪い人は悪い。当番の時は苦痛。

少子高齢化で互助活動のあり方を見直したい
●高齢になって、自治会の集まりや自治会の仕事などやっていけるのか心配　●班長の

負担が多く辛い。一年間辛抱して活動しました　●自治会のあり方を早期に見直した方

が良いと思う。

子どもを取り巻く環境を改善したい
●公園や児童館が少なすぎて、子どもの遊ぶ場所がない　●自然環境も残しつつ、子ども

たちが思いきり遊べる遊具や広場もあるような公園があるといいな。保護者同士や地域の

方々のコミュニケーションもはかれるのではないか。
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風土性調査報告「桑地区 基礎資料」(II踏査及び文献調査による報告)より。

││
ア
ン
ケ
ー
ト 【
４
】自
由
記
述
よ
り

●はアンケート、 ●はグループインタビュー記録より
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4-3 大切に守っていきたい、桑地区の小さな自慢
アンケートの設問【5】で「大切に守っていきたい、桑地区の「小さな自慢」は何でしょうか？」と問い、聞き取りを

もとに用意した選択肢から3つを選んでもらいました。

地域の歴史的資源

23.8%

地域コミュニティの繋がり

地域の景観

地域に残る自然環境

利便性が高いこと

23.2% 16.4%

地域の産業

街路樹や公園、平地林などまちなかに残る自然

買い物の利便性

地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺

まちなみや景観

交通の利便性

地域の農業

公民館で行われる祭りやイベント

消防団や自治会活動等、地域の助け合いの活動

各地域に残る歴史ある建物や古木

各地域に残る祭りや風習、伝統芸能

趣味やスポーツの地域のサークル

地域の商業

地域の工業

243

213

199

137

131

121

93

87

82

71

58

23

23

16.1% 9.2%

その他と無記入を除いた選択肢を、6つの領域に分けて全体に占める割合を出してみると……

生活の利便性は保ちながら、残された自然を守りたい
桑地区のアンケート回答者の方々の、３人にひとりが大切に守りたいこととして「まちなかに残る自然」「買い物の利

便性」を選択しています。また、領域を上の棒グラフのように６つに分けて見てみると、地域の歴史的資源（史跡、寺

社、建物、古木、伝統芸能など）、生活の利便性（交通・買い物）の領域への関心が高いことがわかります。年代別で

は、20代、40代、50代の方々では「まちなかに残っている自然」が最多、30代は「買い物の利便性」が最多、60代、

70代の方々では「地域に残る歴史ある史跡、神社やお寺」が最多となっています。（詳細は「アンケート集計結果報

告書」に掲載）

数字は回答者数。その他33名、無記入70名。

11.3%
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桑地区の大切に守りたいことについて、アンケートの設問【５】に寄せられたコメントとグループインタビュー

（①自治会長さんのグループ②子育て世代のグループ③農業従事者のグループ、合計16名）で語られたご意見の一部を紹介します。

平地林などの自然環境を守りたい
●今まで気にしていなかったが、平地林(雑木林)がこの数年で一気になくなって嫌な町

になったなと感じている　●自然豊かな環境をこわさず残してほしい！又、過度な開発

もしてほしくない。急激な開発により住宅だらけになり、いろんな人が大量に入る事に

より地域住民や自治会との亀裂が生じている事例もある　●豊かな自然の中で、はぐ

くまれる尊いもの、人々の心の潤いを感じる大切なもの、桑地区がもつ魅力は、まちな

かの持つ特色とは違って、その辺りにあると思います。田園環境都市の中にステキな

音楽が流れるような、そんな未来を期待してもいいでしょうか！

歴史的な資源、コミュニティの繋がりを守りたい
●神社やお寺などは古くからこの地区を見守ってきており、暮らしている人々の心の拠

り所や、安寧を求める場所になっているので大切にしたい　●自治会、育成会、PTAな

どさまざまな主体や連携してのイベントや行事は、移り住んできた親子が参加したり、

子供の心に残って将来につながったりする意味がある

各
地
の
神
社
、お
囃
子
、祭
り
、

養
蚕
、古
墳
群
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
伝
え
た
い

風土性調査報告「桑地区 基礎資料」(II踏査及び文献調査による報告)より。

││
子
育
て
世
代
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り

●はアンケート、 ●はグループインタビュー記録より
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どちらかと言えば「開発より保全と循環」＋「脱・車社会」を支持する声が
７項目は、A/G/Dがどちらかというと「開発志向」の内容です。大きな差異が出たわけではありませんが、先に同じ設問で調

査を終えた他の地区（豊田・小山・大谷北部中部・大谷南部）と同様に、総じて、「商業・工業が発展し経済的に発展するこ

と」「平地林や空き地に宅地造成を進めること」より、「農業・環境保全を大切にすること・空き家などあるものの利活用をす

ること」への支持・共感が高い傾向にあり、また、車社会としての利便性より、車がなくても移動しやすい環境を望む声が上

回っています。

20代に着目して年代による差異を見る
「そう望む」という積極的支持の割合を、年代別に見ていくと、20代の支持が他の年代より15%～20％上回っている項目が

あります。（B）地域の農業が大切にされ～（最多20代：65%>最少40代：47%）、（C）環境保全型の農業が（G）車社会に対

応して～（最多20代：65%＞最少70代～:31%）。アクティブに車で行動し、なおかつ、地産地消や環境保全型の農業、空き

家の利活用を志向している人たちが少なくはない年代のようです。

７項目の全文は、以下の通り。（Ａ）商業・工業が発展し、工業団地も増え経済的な成長や活力が重んじられている小山市（Ｂ）地域の農
業が大切にされ、地産地消が進み、市域内の食料自給率が上がっている小山市（Ｃ）環境保全型の農業によって自然環境も良好に保た
れ、コウノトリも増えている小山市（Ｄ）空き地や平地林などに新しい宅地開発が進み、定住する若い世代や移住者が増える小山市  （Ｅ）
空き家の改修や利活用が進み、あるものを大切にした住宅整備やまちづくりが進む小山市（Ｆ）公共交通機関の整備や、徒歩や自転車で
安全・快適に移動できるまちづくりが進む小山市（Ｇ）車社会に対応して、駐車場やバイパスの整備など、車での移動が快適になる小山市

0%

（Ａ）商業・工業が発展、経済的な成長や活力

（Ｂ）農業重視。地産地消・食料自給率が上がる

（Ｃ）環境保全型農業で環境保全、コウノトリも増える

（Ｄ）平地林や空き地に宅地開発が進み移住定住が進む

（Ｅ）空き家の利活用で住宅整備やまちづくり

（Ｆ）公共交通機関、徒歩や自転車で移動環境が整備

（Ｇ）車社会に対応し駐車場やバイパスの整備が進む

そう望む

このグラフでは「無記入」を除外しています。（A)が6%、他は5%です。

20% 40% 60% 80% 100%

どちらかといえば望む どちらかといえば望まない 望まない わからない

41% 34%

47% 35%

9%

9%

4%

4%

53% 34% 2%1%

6%

7%

5%9%

4%

1%

37%

71%

49% 32%

21%

田園環境と都市環境の調和がとれたまちづくりへ5

次に、アンケート集計結果より、「20年後、30年後の小山市の望ましい都市環境のあり方に

ついて」尋ねた【7】の結果を紹介します。例示した小山市の将来像７項目について、それぞれ

「そう望む・どちらかと言えば望む・どちらかと言えば望まない・望まない・わからない」から選

んでいただきました。桑地区の皆さんからの、未来の小山市への視点です。

2%

1%

0%

49% 37% 4% 4%2%

3%3%

11%33%
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次に設問【７】の自由記述欄（30年後へのご意見）に寄せられたコメント全件で多用された言葉を紹介します。テキス

トマイニングという解析ツールによるキーワードの抽出です。基本的には語られた回数が多いもので大きく表示され、

調査対象に特徴的に使用される「おーバス」などの固有の単語は重視される統計処理法が用いられています。一つの

参考としてご覧ください。

主なキーワードごとに、コメントを少し紹介します
公園　●公園も広いだけでなく、水の流れや日陰があり、林や木を利用した公園が良い 

●公園が少なすぎる。もっと増やすべき。人口だけ増えてもそういったことに理解がない

と住み続けたいとは思わない　

整備　●食料不足に陥っても、市民の食糧事情が貧困にならないよう、段階的にの農

業を振興整備していくようお願いします　※他に整備を希望するものとして「公園」「道

路」「インフラ」「上下水道」「外国人受け入れの法整備」「小山駅周辺の環境整備」があ

がっています。

開発　●平地林の開発が進んでいるのが現状です。（ここ1～2年で無くなりました。ミミ

ズクやカッコー、オオタカがいなくなりました）平地林を作るのに百年かかると専門家は

言っています。環境にとって大損失です。市の条例にてこれ以上乱開発をやめさせてく

ださい　●新たな宅地開発はやめて、空き家が多い旧住宅街の改修を

おーバス　●おーバスの本数を増やしてほしい　●暑い中、日陰がない停留所でずっと

長く待っている人をよく見かけます　●おーバス羽川線の慣性的な遅延を解消してほし

い　●できればスクールバス化してほしい　●萱橋地区のおーバス開通を前向きに検討

して頂きたい

アンケート調査【７】30年後の小山市のあり方についてのご意見33,249字から抽出（※ユーザーローカルAIテキストマイニングによる分析（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

自
然
災
害
が
少
な
く
安
心
、安
全
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

高
齢
化
が
進
む
の
で
、ス
ー
パ
ー
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
店
が
増
え
て

便
利
な「
住
み
や
す
い
」街
が
い
い
で
す
ね
。

││
ア
ン
ケ
ー
ト【
７
】自
由
記
述
よ
り
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桑地区風土性調査
実施：令和５年8月～10月
小山市総合政策部田園環境都市推進課
調査企画・実施・報告書作成：LLP風景社

風土性調査　報告書
基礎資料・完全版
A4版・75P　

アンケート調査
集計結果 報告書
A４版・67P

未来への提案や希望
アンケートの自由記述やグループインタビューで語られた、未来の桑地区や小山市の姿について、

「こうなったらいいな！」という希望や提案を含むご意見を紹介します。

●
大
沼
公
園
は
、散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
も
大
変
人
気
な
よ
う
で
、

駐
車
場
も
増
設
中
で
あ
る
。こ
こ
に
、地
域
の
新
鮮
野
菜
直
売
所

が
あ
れ
ば
、更
に
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か
。農
業
の
ア
ピ
ー

ル
に
も
な
り
、ま
た
、周
辺
に
住
む
高
齢
者
に
も
買
い
物
へ
行
き

や
す
い
場
と
な
る
事
と
思
う
。大
沼
の
東
に
あ
る
J
A
倉
庫
の

駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
利
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

●
田
園
エ
リ
ア
に
公
共
の
図
書
館
、公
園
な
ど
を

増
や
し
て
欲
し
い
。そ
こ
で
農
業
体
験
な
ど
の
人

の
目
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
。駅
周

辺
へ
は
ラ
イ
ブ
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
週
末
の
集
客

が
増
え
る
よ
う
に
会
場（
野
外
も
含
む
）の
設
営
や

建
設
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
欲
し
い
。せ
っ
か

く
新
幹
線
が
と
ま
る
駅
な
の
だ
か
ら
。　

●
こ
の
地
に
嫁
い
で
45
年
。近
隣
の
林

が
ど
ん
ど
ん
切
り
倒
さ
れ
、宅
地
や
道

路
や
会
社
が
出
来
て
い
ま
す
。こ
の
ま

ま
進
め
ば
、林
や
森
は
消
滅
す
る
時
が

来
そ
う
で
す
。例
え
ば
新
し
い
住
宅
地

を
つ
く
る
時
は
〇
㎡
当
り
１
つ
公
園

が
必
要
で
、日
蔭
が
出
来
る
木
を
〇
本

以
上
植
え
る
条
例
を
作
る
。例
２.

小

山
は
県
境
の
市
な
の
で
隣
の
県
と
連

携
し
て
道
路
整
備
や
山
林
保
全
を
図

る
。
例
3.

東
京
の
神
宮
の
森
が

1
0
0
年
前
に
人
工
的
に
造
ら
れ
た

様
に
広
大
な
土
地
が
あ
っ
た
ら
、工
場

を
作
る
だ
け
で
な
く
、自
然
も
作
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。　

●
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
工
夫

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。例
え
ば
、駅

に
ベ
ン
チ
を
増
や
し
て
休
む
場
所

を
つ
く
る
と
か
、持
ち
寄
り
の
お

弁
当
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
お
弁
当

の
食
べ
る
場
所
を
作
る
と
か
、あ

ま
り
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、自
由
に
食
事
が
で
き
る
場
所

を
確
保
し
て
整
備
し
て
も
ら
え
た

ら
あ
り
が
た
い
。

●
桑
地
区
に
は
公
園
が
少
な
い
、豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
自
然
共
生

型
・
ビ
オ
ト
ー
プ
型
の
公
園
が
で
き
る
と
良
い　
●
そ
こ
に
行
け
ば
、部
屋

で
動
物
が
飼
え
な
い
人
も
動
物
に
会
え
る
。ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
と
緑

の
少
な
い
生
活
の
人
も
い
る
。花
も
あ
る
、小
鳥
も
い
る
、魚
も
い
る
、そ
ん

な
公
園
で
あ
る
こ
と
。ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
を
見
る
と
元
気
に
な
る
、

そ
ん
な
公
園
を
望
み
ま
す
。

●
地
域
の
農
業
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業
を
作
ら
な
い
と
、今
の
農
業
は

続
か
な
い
し
食
料
生
産
に
悪
影
響
が
出
る
。生
活
道
路
を
整
備
し
、商
品
価

値
を
高
め
る
農
工
業
を
組
織
的
に
振
興
し
て
い
く
こ
と
が
、こ
の
地
域
の

人
口
減
少
対
策
と
な
る
。農
地
も
空
き
地
が
増
え
る
こ
と
で
計
画
的
な
交

流
事
業
を
生
み
出
す
こ
と
で
田
園
都
市
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。　

農
業×

新
し
い
産
業

公
園×
農
業

平
地
林
保
全×

多
様
な
人
が
集
う
公
園

田
園
エ
リ
ア×

公
共
施
設

既
に
進
行
中
の

高
齢
化
社
会
に
向
け
て

平
地
林
保
全
の
条
例
を
！


